Monaca Education関連用語集

	用語
	意味

	Monaca Education
	クラウド上で動作する、プログラミングのためのサービス。様々な教材を利用して、プログラミング学習を行うことができる。インターネットに接続するWebブラウザがあれば、Monaca Educationアカウントを作って、利用できる。

	Monaca Educationアカウント
	Monaca Educationを使うために必要な、使用している個人を特定する情報。
Monaca Educationを利用するには、あらかじめ学習者（生徒）1人につき1つのMonaca Educationアカウントを作成する必要がある。

	Monaca Educationダッシュボード
	Monaca Educationにログインした直後に表示される画面。
ログインしたMonaca Educationアカウントで制作中のプロジェクトが一覧表示される。

	Monaca Education IDE
	Integrated Development Environment：統合開発環境は、ファイルを編集するエディタ、プログラムを構成するファイルを管理する機能、作成したプログラムを試行（プレビュー）する機能などをひとまとめにしたソフトウェアのこと。
Monaca Educationでは、ログインして、ダッシュボードからプロジェクトを開くと、IDEが表示される。

	Monaca Educationプロジェクト
	アプリケーションプログラムを作る単位。
アプリケーションプログラムを構成する複数のファイルを入れる「入れ物」。

	Monaca Educationクラウドデータベース
	クラウド上で動作するデータベース。WebAPIを公開しており、HTTP通信を使って、データベース上のデータにアクセスできる。

	インポート
	手元のPCやタブレットから、クラウド上で動作しているMonaca Educationへ、プロジェクトやファイルを送信する操作のこと。

	Web公開
	Monaca Educationプロジェクトを、Webインポートできるように公開する操作のこと。

	Webインポート
	あるMonaca EducationアカウントがWeb公開しているプロジェクトを、他のMonaca Educationアカウントから取得する機能のこと。
「教員が授業用にプロジェクトを作成・Web公開し、生徒がWebインポートする」などの用途で使用できる。

	エクスポート
	クラウド上で動作しているMonaca Educationの中から、プロジェクトやファイルを、手元のPCやタブレットにダウンロードする操作のこと。

	APS（アプリプログラミングシート）
	完成済みのプログラムを活用した実習用の教材。Monaca Education用のプロジェクトと、印刷資料（PowerPointファイル）の組み合わせ。
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